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問　

勤
務
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　

週
三
十
時
間
の
勤
務
時
間
で
効
率

的
に
徴
収
に
歩
い
て
も
ら
う
。

問　

ど
の
程
度
の
業
務
ま
で
取
扱
う
の

か
。

答　

現
年
度
分
で
未
納
に
な
っ
て
い
る

方
や
少
額
の
滞
納
者
等
を
対
象
と
す
る
。

問　

徴
収
金
額
、
口
座
振
替
申
込
件
数

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答　

徴
収
金
額
は
一
人
当
た
り
年
間
一

千
万
円
、
口
座
振
替
申
込
件
数
は
一
人

当
た
り
年
間
四
百
件
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。

問　

総
合
政
策
部
内
に
子
育
て
推
進
室
、

観
光
立
市
推
進
室
が
新
設
さ
れ
る
理
由

は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
部
署
に
ま
た
が

る
事
業
で
あ
り
、
振
興
計
画
を
担
当
す

る
総
合
政
策
部
が
調
整
役
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
の
ほ
う
が
調
整
し
や
す
い
と

判
断
し
た
。
さ
ら
に
は
、
二
十
年
度
の

組
織
改
革
を
に
ら
ん
で
、
子
育
て
推
進
、

観
光
立
市
推
進
の
組
織
の
あ
る
べ
き
姿

を
全
庁
的
に
検
討
す
る
た
め
総
合
政
策

部
内
に
新
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問　

小
学
生
入
院
医
療
費
の
助
成
で
入

院
費
の
支
払
い
を
現
物
支
給
に
す
る
考

え
は
。

答　

乳
幼
児
医
療
費
支
給
と
同
様
に
、

高
額
医
療
費
等
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
現
物
給
付
と
し
た
場
合
、

後
か
ら
返
還
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
の

で
償
還
払
い
と
し
た
。

問　

市
内
の
保
育
所
で
の
定
数
オ
ー

バ
ー
や
待
機
者
の
状
況
は
。

答　

現
在
の
申
込
状
況
で
、
定
員
オ
ー

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
は
安
達
保
育
園
、

小
浜
保
育
所
な
ら
び
に
針
道
保
育
所
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
定
員
に
対
し
て

一
・
一
五
倍
の
範
囲
内
の
申
込
者
数
で

あ
る
の
で
、
待
機
者
が
で
て
い
る
状
況

で
は
な
い
。

問　

新
年
度
か
ら
実
施
す
る
市
民
課
窓

口
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
の
手
数
料

の
支
払
い
方
法
と
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
は
。

答　

自
宅
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
請
時
に

窓
口
で
の
受
取
り
又
は
郵
送
に
よ
る
受

取
り
を
選
択
す
る
。
手
数
料
は
窓
口
で

受
取
る
場
合
は
直
接
窓
口
に
支
払
い
、

郵
送
に
よ
る
場
合
は
為
替
に
よ
り
支
払

う
こ
と
と
な
る
。
住
民
票
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
拡
大
は
今
後
検
討
す
る
。

問　

市
民
交
流
拠
点
施
設
建
設
計
画
に

つ
い
て
、
六
月
頃
ま
で
の
関
係
機
関
等

で
構
成
す
る
委
員
会
や
ま
ち
づ
く
り
特

別
委
員
会
に
よ
る
検
討
の
結
果
、
必
要

性
が
無
い
と
の
判
断
が
出
た
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

答　

今
後
の
検
討
の
中
で
、
市
民
交
流

拠
点
施
設
に
必
要
な
も
の
、
不
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
、
市
民
や
関
係
団
体
の

合
意
の
上
で
結
論
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
不

必
要
と
し
た
部
分
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ど

の
計
画
の
見
直
し
を
す
る
。
今
回
、
市

が
提
案
し
た
計
画
は
あ
く
ま
で
た
た
き

台
で
あ
り
、
絶
対
に
変
更
し
な
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。

意
見　

こ
の
三
ヶ
月
の
最
終
的
な
検
討

の
中
で
、
市
民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要

で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
繋
が
る

施
設
を
造
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
程
度
の

規
模
で
建
設
予
定
地
は
ど
こ
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

答　

施
設
規
模
は
年
間
三
千
七
百
ト
ン

の
処
理
能
力
を
有
す
る
も
の
を
計
画
し

て
お
り
、
場
所
は
岳
地
区
を
想
定
し
て

い
る
。

問　

児
童
生
徒
介
助
員
は
ど
の
よ
う
な

資
格
が
必
要
か
。

答　

非
常
勤
で
あ
る
た
め
、
夏
休
み
や

冬
休
み
等
の
勤
務
不
要
日
が
あ
り
、
収

入
が
見
込
め
な
い
月
が
あ
る
が
、
そ
れ

を
承
諾
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
資
格
面

で
は
今
の
と
こ
ろ
特
に
規
定
は
な
い
。

問　

東
和
統
合
小
学
校
建
設
事
業
に
係

る
財
産
の
取
得
の
変
更
に
つ
い
て
、
用

地
取
得
と
造
成
工
事
の
費
用
は
。

答　

用
地
は
、
変
更
後
六
千
三
百
八
十

四
万
三
千
三
百
三
十
六
円
と
な
り
、
造

成
工
事
は
昨
年
九
月
に
三
億
七
千
八
百

万
円
で
工
事
を
発
注
し
て
い
る
。

問　

平
成
十
九
年
度
二
本
松
市
一
般
会

計
予
算
中
、
養
護
学
校
盲
学
校
等
就
学

児
童
扶
養
手
当
（
月
額
四
千
円
）
に
つ

い
て
、
他
の
市
町
村
で
の
実
施
状
況
及

び
こ
の
施
策
の
実
施
は
い
つ
か
ら
か
。

答　

近
隣
市
町
村
で
は
こ
の
よ
う
な
施

策
の
実
施
は
な
く
、
二
本
松
市
独
自
の

施
策
で
あ
り
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。

問　

智
恵
子
記
念
館
の
休
館
日
と
管
理

体
制
は
。

答　

通
常
休
館
日
を
設
け
て
い
る
が
、

菊
人
形
開
催
期
間
中
は
休
館
日
な
し
と

し
て
お
り
、
管
理
に
つ
い
て
は
常
時
二

名
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

市
税
等
徴
収
嘱
託
員
に
つ
い
て

小
学
生
入
院
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

市
民
交
流
拠
点
施
設

建
設
計
画
に
つ
い
て

養
護
学
校
、
聾
学
校
等
就
学

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会
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問　

生
活
路
線
バ
ス
の
補
助
対
象
路
線

数
は
全
部
で
何
路
線
に
な
る
の
か
。

答　

国
県
補
助
路
線
が
十
四
路
線
、
単

独
補
助
路
線
が
九
路
線
、
合
計
で
二
十

三
路
線
で
あ
る
。

問　

国
県
補
助
路
線
の
十
四
路
線
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
国
県
補
助
の
対
象
と

し
て
維
持
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
合
併
に
よ

り
一
つ
の
市
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
補
助
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
補
助
の
対
象
と
な
る
。

問　

地
域
集
会
施
設
運
営
費
助
成
事
業

の
補
助
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

集
会
施
設
整
備
費
補
助
金
交
付
要

綱
に
基
づ
き
、
世
帯
数
に
応
じ
た
基
準

面
積
に
補
助
基
準
単
価
を
乗
じ
た
標
準

事
業
費
の
四
分
の
一
の
額
が
補
助
さ
れ

る
。

問　

集
会
施
設
の
改
修
・
改
築
の
場
合

で
も
補
助
さ
れ
る
の
か
。

答　

基
本
的
に
新
築
も
し
く
は
全
面
改

築
の
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
伴
う
改
築
及
び
基
準

面
積
を
超
え
る
増
築
分
に
つ
い
て
は
補

助
さ
れ
る
。

問　

生
活
用
水
確
保
対
策
事
業
は
六
月

定
例
会
に
引
き
続
く
増
額
補
正
で
あ
る

が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　
住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
か
つ

急
を
要
す
る
場
合
は
補
正
に
よ
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。

意
見　
生
活
用
水
確
保
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
飲
料
水
と
も
な
る
生
活
用
水

を
確
保
す
る
こ
と
は
住
民
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
と
な
る
た
め
、
住
民
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
場
合
は
早
急
に
対
応
で
き

る
体
制
の
整
備
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問　

結
婚
推
進
員
設
置
事
業
で
、
今
後

の
交
流
会
等
の
開
催
予
定
は
。

答　

八
月
に
結
婚
推
進
員
の
委
嘱
状
を

交
付
し
た
。
交
流
会
の
開
催
は
未
定
で

あ
る
が
、
年
内
に
開
催
し
た
い
。

問　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
保

険
料
の
滞
納
状
況
は
。

答　

保
険
料
に
つ
い
て
は
六
百
六
十
万

円
ほ
ど
の
滞
納
額
が
あ
る
。
今
後
、
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
戸
別
訪
問
を
実
施
す
る
な
ど
滞
納

整
理
に
努
め
た
い
。

問　

道
路
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
要
望
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
対

応
が
で
き
る
の
か
。

答　

安
全
に
対
し
て
緊
急
性
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
が
、
市

全
体
の
財
政
も
限
ら
れ
て
い
る
中
、
す

べ
て
の
要
望
に
は
対
応
で
き
ず
、
後
年

度
に
回
す
も
の
も
あ
る
。

問　

市
道
に
認
定
さ
れ
た
路
線
は
除
雪

の
路
線
と
な
る
の
か
。

答　

市
道
認
定
分
が
す
べ
て
除
雪
路
線

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
市
除
雪
対
策

要
領
の
基
準
に
基
づ
い
て
除
雪
路
線
を

定
め
て
い
る
。

意
見　

今
回
、
市
営
住
宅
芳
池
一
団
地

を
取
り
壊
し
た
跡
地
は
駐
車
場
と
し
て

活
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
駐
車
場
の

利
用
に
つ
い
て
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
設

け
る
べ
き
で
あ
る
。

問　

市
内
水
道
施
設
・
設
備
の
保
険
加

入
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　

水
道
施
設
も
含
め
、
全
庁
的
に
設

備
類
、
施
設
の
保
険
加
入
に
つ
い
て
点

検
中
で
あ
る
。

問　

東
和
統
合
小
学
校
敷
地
造
成
工
事

に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
約
五
千
万
円
の
大
き
い
金
額
の
追

加
工
事
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
の
他
に

予
測
で
き
る
追
加
工
事
は
あ
る
の
か
。

答　

敷
地
造
成
工
事
と
し
て
は
、
今
回

の
変
更
で
、
法
面
工
で
は
全
て
の
法
面
、

道
路
工
で
は
上
層
路
盤
工
ま
で
、
駐
車

場
工
で
は
路
盤
工
ま
で
施
工
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
あ
と
は
表
層
工
の
舗
装
部

分
が
残
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
校
舎

等
建
築
後
の
外
構
工
事
は
別
に
発
注
す

る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

問　

台
風
で
流
さ
れ
た
阿
武
隈
漕
艇
場

の
コ
ー
ス
器
具
修
繕
に
つ
い
て
、
東
北

総
体
開
催
中
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答　

現
在
、
県
は
東
北
総
体
の
精
算
段

階
で
あ
る
が
、
費
用
負
担
を
願
う
べ
く
、

申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

問　

旧
二
本
松
藩
江
戸
上
屋
敷
跡
石
垣

の
運
搬
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
過
は
。

答　

文
化
財
で
は
な
い
が
、
二
本
松
に

縁
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
市
民

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。

生
活
路
線
バ
ス
の
運
送
収
入
の
補
償
に

係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て

生
活
用
水
確
保

対
策
事
業
に
つ
い
て

道
路
等
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

東
和
統
合
小
学
校
敷
地
造
成
工
事
に

伴
う
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
関
し
て

総
務
常
任
委
員
会

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会
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よりよい議会活動をめざして

常任委員会行政視察報告
　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
日
程
で
、

富
山
県
南
砺
市
、
岐
阜
県
高
山
市
、
郡
上
市
及
び
愛
知
県
一
宮
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

南
砺
市
は
、
民
間
路
線
バ
ス
や
鉄
道
等
の
既
存
の
公
共
交
通
手
段
で
は
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
い
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
市
内
全
域
で
二
十
三
路
線
、
一
日

百
五
十
便
を
運
行
し
、
運
賃
に
つ
い
て
は
全
路
線
一
乗
車
二
百
円
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
重
要
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

高
山
市
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
へ
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
の
配
信
を
行
う
と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
展
開

す
る
事
業
者
に
対
し
積
極
的
な
支
援
を
行
い
市
域
全
体
の
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

郡
上
市
は
、
市
民
・
行
政
の
協
働
と
補
完
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
推
進
体
制
と
し
て
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革
推
進
本

部
の
ほ
か
に
行
政
改
革
推
進
審
議
会

を
設
け
、
広
く
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
実
効
あ
る
行
政
改
革
の
推
進
を

図
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
宮
市
は
、
納
税
環
境
の
改
善
の

視
点
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
納
税
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
よ
り
身
近
で
便
利
な

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
納
税
者
の
利
便

性
と
収
納
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
状
況
等
に
つ
い
て
視
察

総
務
常
任
委
員
会

　

視
察
し
た
「
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
」
は
、
市
内
野
幌
駅
を
中
心
と
し
た

区
域
の
都
市
機
能
充
実
等
を
目
指
す
事
業
で
あ
り
、
全
体
の
事
業
費
三
百
七

十
六
億
円
の
う
ち
、
市
が
主
体
と
な
る
事
業
費
は
百
十
三
億
円
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

次
の
留
萌
市
で
は
、「
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。
事
業
の
中
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
設
支
援
や
、
融
雪

機
の
製
作
研
究
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
も
の
が
あ
る
一
方
、
当
初
の

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
事
業
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
倶
知
安
町
で
は
、
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

等
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
町
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
外
国
人
観
光
客
が
急
増

し
て
お
り
、
駅
や
病
院
な
ど
に
英
語

対
応
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
、
英
語
表

記
の
案
内
板
等
を
整
備
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
洞
爺
湖
町
で
は
、

観
光
振
興
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
十
二
年
の
噴
火
に

よ
る
新
た
な
噴
火
口
の
周
辺
に
火
口

散
策
路
を
設
け
る
な
ど
、
火
山
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
状
況

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
観
光
・
ま
ち

づ
く
り
等
行
政
の
諸
問
題
に
取
り
組

む
四
市
町
で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
点
が

多
い
視
察
で
し
た
。

地
域
活
性
化
・
観
光
振
興
な
ど
を
視
察

（
六
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日
…
江
別
市
・
留
萌
市
・
倶
知
安
町
・
洞
爺
湖
町
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

「南砺市役所庁舎前」

「江別市役所庁舎前」
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砂
川
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
幼
児
・
児
童
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
が
設

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
を
深
め
、

安
全
に
過
ご
せ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
大
変
参
考
に
す
べ
き
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。

　

小
樽
市
で
は
、
行
楽
客
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
自
他

の
人
命
尊
重
の
理
念
に
よ
る
交
通
安
全
計
画
の
基
本
構
想
を
掲
げ
、
隣
接
自

治
体
と
の
連
携
を
図
っ
た
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

蘭
越
町
で
は
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
公
用
車
に
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
を
貫
流

す
る
河
川
環
境
を
守
る
べ
く
、
流
域
七
市
町
村
で
「
河
川
環
境
の
保
護
に
関

す
る
条
例
」
を
平
成
十
八
年
に
制
定
す
る
な
ど
、
環
境
保
護
の
重
要
性
に
つ

い
て
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

伊
達
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
で

あ
る「
伊
達
ウ
ェ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
構
想
」

を
策
定
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
大
変
参
考
に
す
べ
き
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を

十
分
に
理
解
し
活
用
を
図
り
な
が
ら
特

色
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
参
考

と
す
べ
き
点
の
多
い
視
察
で
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、交
通
安
全
対
策
、

環
境
施
策
、ウ
ェ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
構
想
を
視
察

（
七
月
二
十
三
日
〜
二
十
六
日
・
北
海
道
砂
川
市
、小
樽
市
、蘭
越
町
、伊
達
市
）「伊達市役所庁舎前」

反 対
斎藤　広二  議員

　道路特定財源は５、６兆円全部道路に使うのがねら
い。昨年の見直しで政府が一般財源化決定、来年具体
化へ。一方、地方道路への配分を要求しているが、道
路公団民営化の際、全国の高速道路計画９，３４２�全部
作ることに。大都市圏の道路予算は大幅増。「ムダな

道路は作らない」公約はどこに。
　一方保育所、幼稚園、学校、住宅、介護施設、上下
水道などの予算は大幅減。車の排ガスでの健康被害
対策にも使えない。生活密着型公共事業への一般財
源化が求められており反対討論とする。

地方の道路整備財源の確保に関する意見書の提出について

反 対 斎藤　広二  議員

　今年度一般会計予算は、第１に、国の財政改定に
よる定率減税廃止によって、８,６００万円の市民税の
増税と、それに伴う国保税３,１００万円、介護保険料
１,３００万円の負担です。昨年からの負担増も含める
と、年間延べ３万８,６５０人、２億１,８００万の負担増と
なります。収入が増えないのに、可処分所得が減り、
地域経済にとっても打撃です。又国からの地方交付
税が前年度実積より５億８,０００万円も減らされます。
第２にひとり親家庭の医療費助成の改定によって、

支給停止世帯が３０世帯となり、子育て支援に反する
ものです。平成１９年度水道会計予算は１１％値上げ予
算となり、福島や伊達市のように、一般会計や水道
会計基金からの繰入れによって、料金引き下げをす
べきです。安達、東和、岩代の簡易水道料金が１１％
上がった事により、約１,１００万円の一般会計からの
赤字補てんが減った分と、二本松市水道課職員の新
たな退職共済組合負担分６７０万円は、一般会計でも
つべきであります。

菅野　明  議員

　人事院勧告により５０年振りに見直しが行われ、給
料を九級から七級へ、給料月額を平均４.８％引き下
げ、勤務成績に基づく昇給など年齢の高い職員の影
響が大です。
　人事院は、公務労働者の労働基本権の代償機関で、

今回の見直しが、市職員の暮らしを直撃し、地域経
済の悪化にもつながり、ひいては、民間労働者の賃
下げにつながりかねません。新しい給与体系は改善
すべき点があり、その解決が急務である事を申し上
げ反対討論とします。

平成１９年度二本松市一般会計予算及び平成１９年度二本松市
水道事業会計予算討   論

二本松市職員の給与に関する条例の一部改正討   論

反 対
菅野　明  議員

　議場に「日の丸」掲揚の予算が計上されています。
　「日の丸」を掲げて推進された侵略戦争の悲惨な思
いなど、市民の中では定着どころか意見の相違があ
ります。法案の国会審議で、当時の官房長官が「国
民の内心の自由は何ら制限されない」「掲揚に際し強

制しない」と述べています。議場に「日の丸」がな
くても議論できるはずです。
　今回の予算は不要なもので、市民に我慢を強いて
いる要求の解決にこそ使うべきと申し上げ、反対討
論とします。

平成１９年度二本松市一般会計補正予算

斎藤　賢一  議員

賛 成
　スポーツの国際大会でも世界中から日本の国旗
「日の丸」については認知されている。
　平成１１年に「国旗・国歌に関する法律」により「日
の丸」は改めて国旗と定められた。
　学習指導要領にも明記され、市内小中学校すべて

で式典に国旗を掲揚している。
　市民を代表する我々議員もその範を示し国旗、市
旗のもと平和構築と市民融合と市民福祉の向上に努
めるべき、「議場に国旗と市旗を掲揚」の予算を含む
一般会計補正予算に賛成する。

安部��俊  議員
　明治維新政府は、明治３年１月２７日「日の丸」を
国旗として布告しており、国旗として定着しました
が、軍国主義の象徴であるとして、国際感覚のない
教師や思想家の指導を受けた若者達は、国旗国歌に
敬意を表さなくなってきた。

　これを憂慮すべき事態であるとして、日本政府は、
国際社会から信頼される国民になる為、平成１１年８
月１３日に「日の丸」、「君が代」を法制化し公布しま
した。県内１３市中５市が掲げており、当市議場に国
旗市旗掲揚の予算に賛成します。

討   論

討   論

生
活
福
祉
常
任
委
員
会




